
 
 

こどもホタレンジャー活動平成 25 年度受賞団体概要 

 
環境大臣賞 学校の部１、団体の部１ 

 

【学校の部】 

広川町立津木中学校 総合学習ゲンジボタル研究班 
「ホタルを支える生態系の解明」 

－ゲンジボタルの幼虫の生態－ 
（和歌山有田郡広川町、21 名、中学１年生～３年生） 

 

全校生徒２１名の少人数でありながら、ホタルの保護を中心とした地域の川

の水環境保全活動を継続的に実施していることが評価された。特に、ホタル、

水質、カワニナ等それぞれの経年変化について、しっかりと数値をまとめてい

る点は高く評価された。また、地域の人々との活動、学校ホームページへの情

報提供等も評価された。 

主な活動は以下のとおり。 

・ゲンジボタルの定点生息数調査と成虫・幼虫の生態研究 

・ホタルの幼虫の飼育と放流、ホタル保護看板の設置 

・水生生物や水質調査・カワニナの数の調査による「ホタル生息に適した水辺

環境」の解明 

・ホタル保護や研究に関する活動事例の発表、発信 

 

 

 

【団体の部】 

あんず保育園ホタレンジャー 
「私たちの周りにいる小さな生きものたちを大切にしよう」 

（長野県千曲市、54 名、１才～６才の保育園児） 

 

保育園児が、ホタルの幼虫の飼育から放流、鑑賞会などを継続して実施して

おり、幼い時から自然と密接にふれあう貴重な体験は、環境教育として高く評

価された。地元の農林課や地域住民との協力関係も充実しており、特に、保育

園児ができる範囲で様々な取り組みをしていることは、全国のホタレンジャー

活動の励みとなると思われる。 

主な活動は以下のとおり。 

・ホタルの幼虫の飼育、園庭のほたる川への放流。 

・保護者との観察会「ほたる祭り」の開催。 

・地域の方を講師に招き「生き物いっぱい教室」の開催  

 

 



 
 

優秀賞 学校の部１、団体の部１ 

 

【学校の部】 

山口大学教育学部附属山口小学校 ３年１組総合学習ホタレンジャー 
「いすず川をもっときれいな川にしよう！」 

～ホタルでいっぱいの町をめざして 
（山口県山口市、35 名、小学３年生） 

 

第３学年１組の総合的学習の取り組みとして、ホタルの多産地で「川をきれ

いにしよう」と子供達が立ち上がり、良い指導者を得て、最後に「水とわたし

たちのくらしのつながりを考えよう」というスローガンに至るまでの経過を高

く評価された。いすず川に看板を設置する際に川の管理について調べたことも

評価された。 

 主な活動は以下のとおり。 

・いすず川の環境調査。 

・いすず川の清掃、看板とゴミ箱の設置。 

・校内のホタルを守る活動。 

・校内のホタルが生息するみぞの観察と環境の調査。 

 

 

 

【団体の部】 

久米島ホタレンジャー 
「久米島のホタルとトンボを復活させ隊」 

（沖縄県島尻郡久米島、24 名、幼稚園児～高校２年生） 

 
久米島ホタル館を中心に台風の影響により、生息環境が悪化した天然記念物

のクメジマボタルを守ろうとしている活動を高く評価。 
クメジマホタルの復活を祈らずにはいられない。ビオトープを復活させ、ゲ

ンゴロウやトンボなどを増やす努力はすばらしい。今後の環境省那覇自然環境

事務所とのつながりを期待したい。 
主な活動は以下のとおり。 

・昨年の大型台風直撃（4 回）による大量の赤土流出による被害調査。 
・赤土を取り除き、ビオトープを復活させる活動。 
・水生生物調査。 
・クメジマホタルの保護に関する活動事例の発表。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

奨励賞 学校の部１、団体の部１ 

 

【学校の部】 

双葉西小学校 ４年生 
「光れ！ぼくらのまちのホタル」 

（山梨県甲斐市、51 名、小学４年生） 

 

地域のホタル保護グループの支援のもと、授業外の活動として４年生全員が

参加している。ホタルの飼育だけでなく、地元に伝わる水文化にも目を向け、

地域の中での活動を高く評価された。 

また、活動の目標５つを１つずつ実行し、幼虫の成長やカワニナの食物をテ

ストし、しっかり観察している。 

① 幼虫から世話をして放流したい。 

② ホタルが卵から成長していく過程を観察したい。 

③ 川の水や水生生物を調べて、川をきれいにしたい。 

④ お祭りに参加して、たくさんの人にホタルを見て欲しい。 

⑤ カワニナの飼育を継続したい。 

 主な活動は以下のとおり。 

・水生生物調査。 

・清掃活動を通じた生息環境保全。 

・水文化の学習。 

・ホタルの幼虫の飼育。  

 

 

 

【団体の部】 

逆川こどもエコクラブ 
「黄門さまの湧水にホタルを飛ばそう」 

（茨城県水戸市、120 名、１年生～６年生） 

 

子どもと大人が一緒に活動し、ホタル保全活動、毎月の環境学習会、清掃活

動等、年間を通じて活動していることが評価された。 
また、ホタルを自然サイクルで復活させたことも高く評価された。 

主な活動は以下のとおり。 

・ホタルが発生するための３つの条件を体験する。 

（草刈り、畦作り、水路ザリガニ釣り） 

・活動内容を壁新聞にまとめて全国大会で発表。 

・桜川のサケの卵の調査 

 

 


